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時
間
や
空
間
を
理
解
し
て
も
ら
う
為
、
ご
本
人
の
理
解
可
能
な
方
法
で
伝
え
る
合
理
的
配
慮
を
指
す
。 

 

Po

a
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

※
１ 

構
造
化
…
自
閉
症
の
方
々
に
対
し
、
周
囲
の
環
境
の
意
味
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
、 

PP oco

a 
は
、
構
造
化(

※
１)

を
図
り
、
生
活
の
見
通
し
を
立
て
や
す
い
よ
う
に
個
別
支
援
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

法
人
理
念
の
「
そ
の
人
ら
し
く
、
そ
の
人
な
り
の
人
生
を
支
え
た
い
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
ま
た
「
ゆ
ら
く
の
里
」

「
風
鈴
山
荘
」
双
方
の
事
業
の
ご
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
変
化
を
遂
げ
て
ま
い

Poco

o 

風
鈴
山
荘
の
開
設
に
伴
い
、
ゆ
ら
く
の
里
の
定
員
削
減
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
ゆ
ら
く
の
里
に
お
い
て
は
、
生
活
場
面
に
お
け
る
混
雑
の
緩
和

が
図
れ
、
居
室
等
に
お
け
る
占
有
面
積
の
拡
大
、
自
閉
症
の
方
へ
の
構
造
化
を
用
い
た
個
別
支
援
の
充
実
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

一
方
、
風
鈴
山
荘
に
は
、
自
閉
症
の
障
害
を
持
ち
、
行
動
障
害
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
を
中
心
に
入
居
し
て
頂
き
ま
し
た
。
自
閉
症
の
方
々
へ

造

ぽ o 

⑤ 

自
閉
症
の
方
へ
の
構
造
化
に
よ
る
支
援
が
不
十
分 

 

こ
れ
ら
の
課
題
に
伴
い
発
生
す
る
問
題
点
を
解
決
し
て
い
く
方
策
と
し
て
、
ま
ず
居
住
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。 

定

現

場

雑

ぽ
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② 

重
度
・
高
齢
化
に
よ
る
介
護
度
の
上
昇 

③ 

集
団
生
活
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題 

④ 

重
複
障
害
者
へ
の
支
援
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
の
整
備 

こあ

さ
て

以
和
貴
会
の
既
存
施
設
で
あ
る
「
ゆ
ら
く
の
里
」
は

昭
和
六
十
三
年
五
月
に
開
所
し

二
十
七
年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

現
状
の
生
活
環
境
で
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
多
く
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

① 

施
設
設
備
の
老
朽
化 

こ あ
ぽ

風
鈴
山
荘
で
は
、
十
四
名
の
方
が
障
が
い
者
支
援
施
設
ゆ
ら
く
の
里
よ
り
転
居
し
て
頂
き
、
新
た
な
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
建
物
は
木
目
を
生
か
し
た
温
か
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
お
り
、
個
室
を
ご
用
意
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
食
堂
や
居

間
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
建
物
の
真
ん
中
に
配
置
し
、
快
適
に
生
活
し
て
頂
け
る
よ
う
に
床
暖
房
設
備
を
整
え
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
以
和
貴
会
の
既
存
施
設
で
あ
る
「
ゆ
ら

の
里

は
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
に
開
所
し
、
二
十
七
年
目
に
入
ろ

と
し
て
お

ま
す
。

平成 2

ぽ
四
月
一
日
よ
り

風
鈴
山
荘
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
を
開
設
致
し
ま
し
た

多
数
の
関
係
各
位
に
ご
臨
席
を
賜
る
中
で

三
月
二
十
九
日
に
竣

工
式
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
戴
し
、
無
事
に
開
設
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借

り
致
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

風
鈴
山
荘
で
は
、
十
四
名
の
方
が
障
が
い
者
支
援
施
設
ゆ
ら
く
の
里
よ
り
転
居
し
て
頂
き
、
新
た
な
生
活
を
ス
タ

ト
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

27 年春

こ

ゆ
ら
く
の
里 

支
援
課
課
長 

中
山 

寛
基  

 

四
月
一
日
よ
り
、
風
鈴
山
荘
（
グ
ル

プ
ホ

ム
）
を
開
設
致
し
ま
し
た
。
多
数
の
関
係
各
位
に
ご
臨
席
を
賜
る
中
で
、
三
月
二
十
九
日
に
竣

こ 

新
た
な
支
援
サ
ー
ビ
ス

「
風
鈴
山
荘
」
開
設

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 



 

 

 

  

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

P

現在
一
え
で
し
用
面積

建
用
有
ま

４
開
「風
新

P oco 

Po
a 

風鈴山

在ゆらくの里
人あたりの専
ませんでした
は人権侵害に
、「風鈴山荘
者定員の削減
積も今までよ

物は木の温
者様が快適に
スペースで
す。 

月１日に当法
設しました。
風鈴山荘」で
たな生活をス

ぽ
P oco 

山荘(グ

里の生活環境
専有面積も狭
た。また人権
にもなりかね

荘」の開設に
減が可能とな
より広く使え

もり溢れる作
に暮らせるよ
ある食堂・居

法人の念願で
。 
ではゆらくの
スタートして

 

ぽこ あ

グルー

境は四人部屋
狭く、対人ト
権尊重の観点
ねない状況で

に伴い、ゆら
なり、一人あ
える様になり

作りとなって
よう全面バリ
居間には床暖

であるグルー

の里より１４
て頂く事とな

ぽこあ 

ープホー

屋が中心で、
トラブルが絶
点からも現状
でした。しか
くの里の利

あたりの専有
りました。

ており、館内
リアフリーで
暖房を完備し

共有スペ

子です。

作りとな

開けると

建物内を

また、春

窓から美

ることが

ープホーム

４名の方に転
なりました。

- - 

こ 
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ーム)開

絶
状
か

有

「風鈴山
２つの建
各棟それ
またそれ

内は利
で、共
してい

ペースの居間の

落ち着きのあ

なっており、窓

と、心地よい風

を吹き抜けます

春になると居間

美しい桜の木も

が出来ます。

「風鈴山荘」

転居して頂き
 

開設！

荘」では山
建物に分かれ
れぞれ９つの
れ以外の居室

の様

ある

窓を

風が

す。

間の

も見

が

き、

 

之香(やまの
ています。 
居室があり、
は短期入所用

食堂で、

そうに食

おります

のか)と風乃音

、各７名の方
用居室として

職員と共に皆

食事を召し上が

す。 

音(かぜのね

方の居室とし
て使用します

皆様揃って美味

がっていただい

ね)の

して、
す。 

味し

いて



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P

また
は
に
当
素晴

P oco 

Po
a 

た、開設に先
じめ多くの来
「風鈴山荘」
日はあいに
晴らしい最初

吉田弘明香芝

頂きました。

ぽ
P oco 

風鈴
ふ う り ん

電話：０

住所：〒

サービス

定員  共

    

先立ち３月２
来賓・関係者
」の竣工式を
くの雨模様と
初の一歩を踏

芝市長よりご挨

。 

ぽこ あ

鈴
ん

山荘
さ ん そ う

０７４５－

〒６３９-０

ス管理責任者

共同生活援

 短期入

２９日に香芝
者の方々にご
をとり行いま
となりました
踏み出すこと

挨拶を

ぽこあ 

共同生荘
う

 

７７－８７

０２６１  

者：中山 

助：１４名

所： ４名

芝市の吉田弘
ご臨席いただ
ました。 
たが、皆様の
とができまし

来賓
いた
荘」
内を
 

式典後

見学し

こ 

-3- 

生活援助（グ

７８８ (ゆ

 奈良県香

寛基 

名 

名 

弘明市長を
だき、盛大

のおかげで
した。 

賓の方々にご
た方々への感

開設のテー
を見学してい

後、皆様に建物

して頂きました

グループホ

らくの里)

香芝市尼寺

ご挨拶をいた
感謝状贈呈、
ープカットを
いただきまし

物内を

た。 

ホーム）、短

６０９－３

だき、施工
利用者・職員
行いました
た。 

テープカッ

長、吉田弘明

部障害福祉課

理事にご参加

短期入所事業

３ 

にあたって
員の紹介のあ
。式典後には

トには(左より

明香芝市長、奈

課課長 有本昌

加頂きました。

業 

ご尽力いただ
あと、「風鈴
は皆様に建物

り)下村卓司理事

奈良県健康福祉

昌弘様、奥山博

。 

だ
鈴山
物

事

祉

康



 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

発表

れる

され

 
そ

見学

慣や

の対

グプ

技能

 

 
 
 
 
 
 
 

 

P

法
 

昨年４月か

して報告し

らすみれの

その中より、

日中支援班で

表をさせて頂

る方々がいる

れ、出所後の

そこで全国で

学を行い、「

やルール、対

対応困難な状

プログラム

能トレーニン

 

P oco 

Po
a 

法人研究

～『

Ｓ
 

☆『その
☆『相手
☆『適切

 
以上３
定的な
体的な

から１年間、

しました。利

の里も参加し

、最優秀賞に

では、平成２

頂きました。

ること。また

の受け入れ先

で３か所しか

中軽度の知

対人関係など

状態」な方々

（怒りの感情

ング）を提供

ぽ
P oco 

究発表会 

見えない

ＳＴとは

の場にふさわ
手の考えや感
切な自己主張

点を目的と
なフィ－ドバ
な場面として

各グループ

利用者様のご

し、全８グル

に選ばれたゆ

２３年度に『

その中で、

たその数は年

先や専門的な

かない矯正施

的障がい者で

どの習得が困

々を対象に

情のコントロ

供されている

ぽこ あ

   

い』もの

は？ 

わしい自分の
感情、働きか
張や上手な関

し、良いと
バックをせず
、リ－ダ－、

（事業）が２

家族にもご参

ープでの発表

ゆらくの里日

知的障がいの

知的障がい

年々増加傾向

なケアが必要

施設退所者の

で、概ね青年

困難なために

「社会関係障

ロール）や窃

ることを知り

ぽこあ 

２月２１

ゆら

ついて

ゆら

ゆら

ゆら

健康サ

児童

今人

すみれ

のを『視覚

の考えや感情
かけにうまく
関わり方を練

ころを見つ
、技法とし
、サブリ－ダ

２６年度の研

参観いただき

表となりまし

日中グループ

のある触法行

いを持つが故

向にあり、ど

要となってい

の受け入れ先

年期の年齢に

に生じる、反

障がい」と位

窃盗防止プロ

りました。そ

こ 
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１日 

くの里１Ｇ

て 

くの里２Ｇ

くの里３Ｇ

くの里日中

サポート   

童課   応

・我楽   

れの里

覚化』す

情、用件を、
く対応できる
練習して、対

けだしほめ
ては、不適切
ダ－の前で集

研究課題を決

き、ボノボビ

した。各グル

プの研究への

行為者への支

故に犯罪を繰

どの刑務所に

いることを学

先の１つであ

にあり、家庭

反社会性や非

位置付け、ア

ログラム、性

そこで私達は

  ユマニチ

 自閉症支援

 自閉症の人

「見えない

～豊か

ブリストルス

応用行動分析

自立課題を通

「すみれの里

する支援

相手に上手
るようになる
対人関係のス

ること、わず
切もしくは、
集団で行う方

決め、取り組

ビル 4 階に

ループのテー

の取り組みを

支援について

繰り返してし

にもかなりの

学びました。 

ある大阪府立

庭や地域にお

非社会性のあ

アンガ―・コ

性学習プログ

はＳＳＴを勉

チュードの視

援事例報告 

人に対する感

い」ものを「見

かなコミュニケ

スケールの有

（ABA）につ

通じてわかっ

」における自

援 ～ 

に伝えるよ
こと』 
トレスや不安

ずかな改善で
、利用者が悩
方法です。 

組んできた事

にて開催しま

ーマは以下の

を報告します

て』というテ

しまう累犯障

数の知的障

 

立砂川厚生福祉

おいて生活及

る行動が顕

ントロール

ラム、ＳＳ

強すること

視点から観る

主体的な行動

感覚器官への働

見せる」支援

ケーションの

有効性について

いて 

った事 

自閉症者の活

うになるこ

安を軽減す

でもほめるこ
悩んでいる行

を研究発表と

した。今年か

の通りです。

す。 

テーマで研究

がい者と呼ば

がい者が収容

祉センターへ

び社会的な習

著で、地域で

・トレーニン

Ｔ（社会生活

にしました。

認知症のケア

動を求めて

働きかけ 

援 

のために～ 

て 

活動の組み立て

と』 

ること』 

こと、否
行動を具

と

か

 

究・

ば

容

へ

習

で

ン

活

。   

アに

てを



 

 

 

 

こ

れ

と題

そ

る

立場

支援

助

た。

 

今

るが

す

は業

る

方法

たグ

いに

 

 発

抽象

見て

と繋

お

 

 

つか

え

 

 

 

 

 

P

これらの手法

らを踏まえ、

題して、ある

それまでのゆ

ことが主流で

場や考え方へ

援～自らの判

け合うことの

。 

今回対象にな

が故に他人や

る相手すらい

業務に追われ

ことが出来ま

法で職員から

グループです

に相談しあっ

発表では、知

象的な言語表

てもらう。更

繋げている様

られます。 

１年や２年の

か「昔はあん

る日を夢見て

P oco 

Po
a 

法を学ぶため

、平成２４年

る程度コミュ

ゆらくの里で

でした。それ

への共感と理

判断で危険か

の必要性を伝

なった清掃班

や社会でのト

いない状況の

れ忙しく『話

ませんでした

ら認められ、

す。不定期に

って１つのテ

知的な障がい

表現（葛藤・

更には自分達

様子を見て頂

の取り組みで

んなにトラブ

て、更なる支

ぽ
P oco 

めに、日中支

年度の研究発

ュニケーショ

では、利用者

れを職員立ち

理解へと繋げ

から身を守る

伝え、そして

班のメンバー

トラブルを経

の中、彼や彼

話しを聞いて

た。そこで清

またその労

に実施してい

テーマを解決

いがあるから

・向上心・優

達が主役にな

頂きました。

で、大きな変

ブルを起こし

支援の幅を広

ぽこ あ

援班から２名

表では『ＳＳ

ョンを取るこ

間のトラブル

ち合いの元で

げていきまし

る～』では非

て今年度の『

ーは、地域で

経験してきた

彼女らは精神

てもらいたい

清掃活動をす

労働により給

いるミーティ

決したりして

らこそ理解が

優越感・協力

なって映像を

どのメンバ

変化は感じら

していたのに

広げていきた

ぽこあ 

名が２３年度

ＳＴ技法を取

ことができる

ルが発生す

で、当事者間で

した。そして

非常時に自分

『「見えない

での生活を体

た経緯があり

神的に満たさ

い、認めてほ

することで、

料を得るこ

ィングでは、

ています。

がしにくい『

力・依存など

を作ることに

バーも、嬉し

られないかも

に、すっかり

たいと思って

こ 
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度からＳＳＴ

取り入れたス

る軽度利用者

るとまず職員

で話し合うこ

平成２５年度

分の身を守る

もの」を「視

体験したこと

ました。施設

れない気持

しい』とい

自分の持って

とによって自

時に白熱した

『他人の気持

）を、口頭で

より、興味を

そうに照れ

しれません

落ち着いたね

ています。 

日中

Ｔ初任者研修

ストレングス

者を対象にミ

員が間に入り

ことを勧め、

度『ＳＳＴ技

のはもちろん

視覚化」する

のある方がほ

設という閉鎖

ちが強く、唯

う承認欲求に

ている能力を

自己実現を図

た議論になる

ち』や『他人

で説明するだ

を引きながら

くさそうにし

。でも根気よ

ね」と職員と

中支援活動 

修を受講して

ス支援とエン

ーティング

り、お互いを

お互いの気

技法を取り入

ん、できる人

る支援』へと

ほとんどであ

鎖された空間

唯一の話し相

に充分に対応

を発揮しなが

図ることを目

ることもあり

人へのあこが

だけでなく、

らその後のミ

しながらも、

よく続けてい

と利用者がお

清掃班担当

てきました。

パワーメン

を重ねました

を個別に説得

持ちや言い分

入れた災害対

人にはお互い

と繋げてきま

あり、軽度で

間で共に会話

相手である職

応又はお応え

がらふさわし

目的として作

りますが、お

がれ』や様々

映像を作成

ミーティング

見事に演じ

いくことで、

お互いに笑い

当 通阪こず

そ

ト』

た。 

得す

分、

対策

いで

まし

であ

話を

職員

えす

しい

作っ

お互

々な

成し

グへ

じて

い

い合

 

ずえ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P

お肉や

段はお

事をさ

ている

また、

話を聞

ッフ一

御家族

今年度

「

総

「

名

 

み

締

ご

式

 

P oco 

Po
a 

今人・

や脂っこい食

お肉を敬遠さ

されている姿

る私共も、大

、スタッフ

聞かせて頂け

一同貴重な時

族の皆様、本

度も宜しくお

今人・我楽

合福祉セン

今人」7 名、

、退所者 2名

 

なさん、正装

まった様子で

家族様にも

典となりま

ぽ
P oco 

我楽 入

食事が苦手な

されている方

姿を見せて頂

大変嬉しく感

・御利用者様

ける機会は、

時間と考えて

本当にありが

お願い致しま

・すみれの里

ターにて、開

「我楽」７

名（一般企業

装で参加され

でした。 

ご参加頂き、

した。 

ぽこ あ

入退所式

など、御利用

方も、自ら進

頂けたことは

感じておりま

様・御家族様

バーベキュ

ております。

がとうござい

ます。 

雨が心配

くの里バ

スタッフ

お肉や野

事を、御

里」入退所式

開催されまし

名、「すみれ

業就職の為）

れ緊張感をも

、今年度のス

ぽこあ 

式 

４月

用者様それぞ

進んで召し上

は、普段御世

ます。 

様が揃って食

ュー大会以外

 

いました。

配される天候

バーベキュー

フと御利用者

野菜・海産物

御利用者様だ

式は、4/4(土

した。新規ご

れの里」5 名

、となりま

もって、気持

スタートとし

こ 
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月４日 

バー

ぞれの理由か

上がり楽しん

世話をさせて

食事をしなが

外には無く、

候でしたが、

ー大会が開催

者様の為にと

物に舌鼓を打

だけでなくス

土)香芝市

ご利用者が

、合計 19

した。 

持ちが引き

しては良い

ーベキュ

から普

んで食

て頂い

がら御

スタ

開始時間に

催されました

と、御家族の

打ちながら、

スタッフも味

ュー大会

には晴れ間も

た。 

の皆様方が御

普段なかな

味わうことが

会 

４月１

も見える天気

御用意して下

なか味わう事

が出来ました

１９日 

気のもと、ゆ

下さった豪華

事の出来ない

。 

ゆら

華な

い食



         

        

 

原
はら

 田
だ

 麻
あさ

 実
み

 

所属 はぐ・らいぶ 

 
４月から HUG・LIVE で勤務をさせて頂いております。 
 笑顔で元気に子ども達と関わり、子ども達が楽しく
日々を過ごせるよう努力していきます。  
 一生懸命頑張りますので宜しくお願い致します。 

       （４月１日入社）

 

堺
さか

 井
い

 瑛
あき

 子
こ

 

所属 はぐ・らいぶ 
 

４月から HUG・LIVE で勤務することとなりました。  
わからないことだらけですが、ひとつずつ学んで頑張
りたいと思いますので宜しくお願い致します。 

（４月１日入社） 

 

小
お

 川
がわ

 裕
ゆう

 太
た

 

所属 ゆらくの里 
     

４月からゆらくの里で勤務させていただくこととな
りました。利用者様が快適に生活するために何ができ
るかを考え、一生懸命頑張りたいと思います。 
よろしくお願いします。 

（４月１日入社） 

 

浅
あさ

 井
い

 竜
りょう

 太
た

 

所属 ゆらくの里 
      (アシスタント) 

４月よりゆらくの里で働かせていただくこととなり
ました。まだ右も左もわからない新米ですが、一生懸
命頑張っていきたいです。 

（４月１日入社） 

 

小
こ

 林
ばやし

 万
ま

 希
き

 子
こ

 

所属 我楽モンステラカフェ 
       (アシスタント) 

４月からカフェで勤務させて頂くことになりました

小林です。ただ今勉強中でまだまだ力不足ですが、お

客様満足度１００％を目指してスタッフの皆さんと

力を合わせ頑張ります。よろしくお願いします。 

（３月４日入社） 

  

鹿
かの

 子
こ

 惠
けい

 司
じ

 

所属 ゆらくの里放課後等 
デイサービスセンター 

       (アシスタント) 

4 月より働かせていただくことになりました。日々笑
顔で取り組み頑張りますので、よろしくお願いしま
す。 

（４月１３日入社） 

 

樋
ひ

 岡
おか

 奈
な

 々
な

 

所属 ゆらくの里 日中・SS 担当 
       （アシスタント）

昨年度まで児童課でアルバイトをさせていただいて、
今年度よりゆらくの里、日中一時支援とショートステ
イ（コテージ）のアシスタントとして勤務することに
なりました。わからないことがいっぱいありますが、
頑張っていこうと思います。 

（４月１日入社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぽこ 
ぽこ あ P oco 

P oco 
a 

新しい仲間が加わりました！！
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初⼼を忘れずがんばります 

どうぞよろしく 

    お願いいたします 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て

≪

 
≪
 
 
≪

 

P

《

桜
た
も
ー
り

日

こ

こ

感

多くの方よ
ていただき、

 

≪ゆらくの里≫
中筋廣次、

  
≪地域事業≫ 

 藤井宏美 

≪業者ほか≫ 
インテリア

引き続き賛
寄付金控除

P oco 

Po
a 

《編集後記》

桜の季節もい
た。４月は新
も新たな職員
ートを切りま
ります様、皆

日本財団

このたび日本

ここに完了の

感謝の意を表

りご寄附い
ご利用者の

≫ 
谷口融正、増

ア森本、阪本石

賛助会員を募
除を受けるた

ぽ
P oco 

 

いつしか過ぎ
新たな「出会
員を加え、気持
ました。昨年度
皆様のご協力

団助成事

本財団から平

のご報告を申

表します。 

«賛

ただきあり
ために使用

増尾明広 

石油、今井庄二

募集いたしま
ための領収証

ぽこ あ

ぎ、葉桜の季
い」の季節で
持ちを新たに
度以上に充実

力をお願い致

事業完了

成 26 年度助

し上げますと

賛助会員あ

がとうござい
させていただ

二、(株)タクサ

«賛

ます。同封の
証をご希望の

ぽこあ 

季節となりま
です。当法人
に新年度のス
実した一年と

致します。 

了のお知

助成金の交付を

と共に、日本

りがとうご

いました。皆
だきます。

サン、(株)ステ

賛助会員募集

の振込用紙に
の方は「通信

こ 
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発

住

編

Ma

発

まし
人で
スタ
とな

知らせ

を受け、下記

本財団をはじ

記

一． 事業名

一． 事業内

一． 事業費

一． 助成金

一． 施設名

一． 施設所

一． 完了年

ございました

皆様方からの

テップワン、Ry

集» 

て会費のお振
欄」にてご連

発  行： 社

住  所： 

奈

編集責任者：理

ail    ： 

発行  ：

記の事業を完

め、ご協力を

名    ヘル

内容   ホン

費総額  ５

金額   ４

名称   そ～

所在場所 奈良

年月日  平成

た» 

の寄付を施設

yo設計室 桝谷

    

振込を是非お
連絡ください

社会福祉法人

〒639-0261 

奈良県香芝市

理事長 下村

office@yura

平成 27 年 4

了いたしまし

を賜わりまし

ルパー車の整備

ンダ ＮＷＧＮ

６３，０００円

５０，０００円

～る１２３ 

良県香芝市穴虫

成２６年３月

設整備等、有

谷良三 

   （順

お願い申し上
い。 

人 以和貴会

市尼寺６１

村 卓司 

aku.or.jp 

4 月 

した。 

した関係者の

備 

Ｎ 

円 

円 

虫１２６１－

２６日 

効に活用させ

不同、敬称略

上げます。

会 

６番地 

皆様に謹んで

１ 

 

せ

）

で


